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 （趣旨） 

第１条 この規則は，国立大学法人岡山大学管理学則（平成１６年岡大学則第１号）第１１

条及び第５４条の規定に基づき，岡山大学（以下「本学」という。）における教育及び研

究，組織及び運営並びに施設及び設備の状況について継続的に点検・評価し，質の保証を

行うとともに，絶えず改善・向上に取り組むこと（以下「内部質保証」という。）に関し，

基本的事項について定めるものとする。  

 （定義） 

第２条 この規則における用語の定義は，次の各号のとおりとする。 

一 自己点検・評価とは，学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０９条第１項の規定

に基づき，本学が自ら行う点検及び評価をいう。 

二 認証評価とは，学校教育法第１０９条第２項及び第３項の規定に基づき，文部科学大臣

の認証を受けた者による評価をいう。 

三 国立大学法人評価とは，国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号）第９条第１項に

定める国立大学法人評価委員会が行う国立大学法人等の業務の実績に関する評価をいう。 

四 部局とは，各学部，大学院各研究科，各研究所，各学域，岡山大学病院，各全学センタ

ー，グローバル・ディスカバリー・プログラム，附属図書館及び各機構をいう。 

五 部局長とは，前号に定める各部局の長をいう。 

 （統括責任者） 

第３条 内部質保証に関する業務を統括し， 終責任を負う者として統括責任者を置く。 

２ 統括責任者は，学長をもって充てる。 

（推進責任者） 

第４条 統括責任者を補佐し，内部質保証に関する業務を実質的に担う者として，推進責任者

を置く。 

２ 推進責任者は，理事をもって充てる。 

３ 推進責任者は，統括責任者の指示に基づき，所掌する委員会等（以下「委員会等」という。）

において内部質保証に関し必要な措置を講じるものとする。 

 （部局責任者） 

第５条 部局における内部質保証に関する業務を行う者として，部局責任者を置く。 

２ 部局責任者は，部局長をもって充てる。 

３ 部局責任者は，推進責任者の指示に基づき，当該部局における内部質保証に関し必要な業

務を行わなければならない。 

 （自己点検・評価） 

第６条 推進責任者は，所掌する委員会等において，認証評価及び国立大学法人評価等の時期

を考慮して，定期的に自己点検・評価を実施するものとする。 

２ 自己点検・評価の項目は，認証評価機関が定める大学評価基準及び国立大学法人評価委

員会が定める実施要領等を参考に，推進責任者が所掌する委員会等が定める。 

３ 部局責任者は，部局における教育研究活動等の状況について，前項で定めた項目により自



己点検・評価を行う。 

４ 推進責任者は，部局における自己点検・評価を総括し，全学の自己点検・評価を実施する

ものとする。 

５ 推進責任者は，自己点検・評価の結果を統括責任者へ報告する。 

６ 統括責任者は，前項の報告を，大学経営戦略会議（以下「戦略会議」という。）に付議す

る。 

７ 戦略会議は，評価センターの協力を得て，全学の自己点検・評価の総括・検証を行う。 

８ 前項の結果は，教育研究評議会及び経営協議会での審議を経た後，役員会で決定する。 

（部局の自己点検・評価） 

第７条 前条に定める自己点検・評価のほか，部局長は，部局における教育研究活動等の状

況について，自己点検・評価を行うものとする。 

２ 前項の部局の自己点検・評価に関する事項は別に定める。 

 （教職員の自己点検・評価） 

第８条 教職員は，個人における活動状況について，自己点検・評価を行うものとする。 

２ 教職員の自己点検・評価に関する事項は別に定める。 

（関係者からの意見聴取） 

第９条 教育課程，施設及び設備，学生支援並びに学生の受入れに関する自己点検・評価の実

施に当たっては，関係者（学生，卒業（修了）生，卒業（修了）生の主な雇用者等）から

定期的に意見を聴取するものとする。 

（外部評価の実施） 

第１０条 自己点検・評価の結果については，外部評価（ピア・レビュー等）を受けるよう

努めるものとする。 

 （評価結果の公表） 

第１１条 自己点検・評価，認証評価及び国立大学法人評価の結果は，原則公表するものとす

る。 

 （評価結果の活用） 

第１２条 統括責任者，推進責任者，部局責任者は，改善が必要と認められるものについては，

その改善に努めなければならない。 

 （自己点検・評価等の結果に基づく改善） 

第１３条 統括責任者は，自己点検・評価等の結果，改善が必要と認められた事項について，

推進責任者に改善を指示する。 

２ 改善指示を受けた推進責任者は，その措置について検討を行い，改善計画を策定するも

のとする。 

３ 推進責任者は，前項により策定した改善計画に基づき，部局責任者に改善指示を行うと

ともに，改善計画の進捗状況を確認し，その状況を統括責任者に報告するものとする。 

４ 統括責任者は，前項の報告を受けて，改善の進捗状況を確認するとともに，進捗状況に

応じた対処方法を決定する。 

 （組織の新設・改廃等の重要な見直しに関する検証） 

第１４条 学部又は研究科その他教育研究上の組織の新設・改廃等の重要な見直しに関し

ては，当該新設・改廃等に関する部局の協力を得て，文部科学省が実施する設置計画履行

状況等調査の対応状況を含め，戦略会議を中心に検証を行う。 

 （雑則） 

第１５条 この規則に定めるもののほか，内部質保証に関し必要な事項は，別に定める。 

 

   附 則 



  この規則は，令和３年６月２９日から施行する。 

   附 則 

１ この規則は，令和３年１２月２８日から施行する。 

２ この規則改正により，本学の諸規則等にある「岡山大学自己評価規則」は，当分の間，「岡

山大学内部質保証規則」と読み替えるものとする。 

   附 則 

  この規則は，令和５年３月２８日から施行する。 

 


